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～和歌山県の環境学習推進のために～

本県は、複雑な地形と温暖な気候によって多種多様な動植物が生息する自然環境に恵まれた地

域です。世界遺産の高野・熊野をはじめ、ナショナルトラスト運動の天神崎、本州最南端で亜熱

帯サンゴ群生地の串本、保養地として名高い白浜、アカウミガメの産卵地千里の浜等、魅力ある

自然が多く残されています。高野・熊野は、三重・奈良・和歌山の三県にわたる「紀伊山地の霊

場と参詣道」として平成16年７月に世界遺産の文化遺産リストに登録されましたが、この登録は

優れた地形や生物、景観を有する「紀伊山地の自然」がなければ成立し得なかったものです。

その一方で、私達が取り組むべき現在の環境問題は、企業活動などに起因する公害問題に限ら

ず、ゴミの処理、家庭排水による水質汚濁、自動車等の利用による大気汚染など日常生活に起因

する生活型から、世界的規模で取り組むべきCO2等の増加による地球温暖化、オゾン層の破壊、ダ

イオキシン汚染など多岐にわたり、より複雑化・深刻化してきています。

平成15年10月から施行された「環境の保全のための意欲の増進及び環境教育の推進に関する法

律」を背景に、県においては、環境政策局と学校教育局との連携を強化し、「きのくにエコプログ

ラム」のもとに「学校における環境教育指針」や「きのくにエコスクール基準」を策定するなど、

学校における環境教育・環境学習のより一層の活性化・充実をめざしています。

幼少期から良質な自然に触れ、感動する経験を多くもち「環境問題の尺度」を身につけること

は非常に重要なことです。私たちが日々生活している環境は、地球という大きな系の一部であり、

人は自然の生態系の一部です。このことを一人ひとりが認識しながら、環境を大切にし、より良

い環境づくりや環境の保全に配慮した望ましい行動がとれる人材を育成していく必要があります。

これまでにも増して、環境教育・環境学習の果たす役割は非常に重要となっています。

本書は、テーマを「生き物」、「土・水・大気」、「人間による活動」の３つの分野に分け、身近

な題材を選びながらできるだけ広くご活用していただけるように工夫しました。各学校において、

それぞれの特色を生かした環境教育・環境学習を実施していく上で、参考にしていただければ幸

いです。

平成17年３月

和歌山県環境生活部環境政策局長

和歌山県教育庁学校教育局長
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